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人（ 人）

円 平成 29 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 30 　　年 3 月 16 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

林内整理（ﾁｯﾊﾟｰ作業）

モトクロスルート整備

周遊路橋整備

ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞ開催（11/12）

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

事業の目的

ふりがな

・今年度計画した路面整正、湿地部の橋架設、ﾓﾄｸﾛｽﾙｰﾄ整備は計画通りに完成した。

今後の展開（自立に向けた活動）

95

59

プレーパーク「なすの森」整備事業

番号

藤井鉦弘

活
動
分
野

・地域に根付いた「森（里山）づくりリーダー」の育成の手助けを目的とし、「なすの森」を里山の整備の
実習林として提供する。
　　間伐整備の基本姿勢、チェンソーの安全操作・点検・整備などを学習する。
・子供たちの遊び場として冒険広場（プレーパークなすの森）の整備を行う。
　　誰でも参加できる「やろまいか塾」を開催し、森の中で遊びを通し、自然と触れ合う環境を提供す
る。

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額）

③

80

310,673

300,000

地区

ふじいまさひろ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名

・森の木を生かしたﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞを開催し、一般の参加者から好評をいただいた。（参加者19名）

事業名

事
業
分
類

番号 ①、②

事

業

内

容

・魅力的な活動チラシを作成し、中津川市教育委員会等の後援を受け公民館等を通じて広報していきます。

具体的な活動内容
・森（里山）の整備実習（第2、４日曜日が作業日）開催
　間伐作業：チェンソーの操作・管理、チッパー機による枝等の整理、湿地等の管理、植物の保護
　散策路整備（間伐、チッパー作業　L=250ｍ）、湿地部の橋掛け（５か所　L=20ｍ）、モトクロスルート設置　L=180ｍ
・ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞ開催
　ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞジャパンの指導者のもと実施（11/12）　参加者１９名（保護者９名　子ども１０名）
・やろまいか塾（第4日曜日）開催
　自由遊び・工作、モトクロス遊び参加者（2名）

主な活動の流れ

平成29年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな えなさんみどりのかい 地域名

・家族の方が楽しめる活動を画し、学童保育支援も今後も続けつつ、楽しい活動を提案していきます。

・恵那山みどりの会は設立16年間経過し、地域に根ざした活動を継続的に実施してきており、会として
の自立は出来ており、今後も今まで培った知識や経験を市民に伝えていきます。

・多くの市民方に「里山整備」、「やろまいか塾」に参加していただけるよう、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等に活動予定を
掲載し、参加を呼び掛けるなど積極的にPR活動を実施していきます。

・現在、里山の整備実習への参加者は少ないが、継続的に実施することで、中津川市全体の里山整
備につなげ、里山整備ﾘｰﾀﾞｰの育成に寄与していきたい。
・今後は、完成した周遊路、ﾓﾄｸﾛｽﾙｰﾄを多くの市民の方に活用してもらえるようなPR方法の検討と今
年度完成した部分も含めた「なすの森」全体の魅力を生かした行事を計画し、多くの市民の参加を求
め、自然に触れることの重要性を伝えていきたい。

中津川

団体名 NPO法人　恵那山みどりの会 会員数

・市の環境政策課と連携し広報なかつがわへの記事掲載や環境ﾌｪｽﾀの中でのPR活動などを行っていきます。

kyodo-p
タイプライターテキスト
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テキストボックス
協働部門



活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞクラブの指導を受けて実施

整備したモトクロス通路と遊ぶ子供 L=180ｍ

林内の整備（ﾁｯﾊﾟｰ作業）

kyodo-p
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人（ 人）

円 平成 29 　　年 5 月 20 日から

( 円） 平成 29 　　年 12 月 31 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

ガイドボランティア活動（毎月日曜、祝日、予約の入った日）

翻訳機を用いたガイド（５月から８月）

パンフレット製作（５月から１０月）

ハッピ製作（５月から７月）

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※この様式は活動事例集として編集しますので変更しないで下さい。

平成 29 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいじゅくほんじん がいどぼらんてぃあのかい 地域名

団体名 落合宿本陣ガイドボランティアの会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 300,000

ふりがな みずの　かつし

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
水野克司

事業名

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④ 　⑩番号

事

業

内

容

事業の目的

落合本陣の公開を昨年３月より実施しました。そこで、ボランティアを設立し、訪問者に本陣の説明と、
中山道落合宿の魅力について説明しています。この為に、この事業を活用して、本陣パンフレット印
刷、ハッピ製作、翻訳機の設置を行い、活動を充実していくことを目的にしました。情報発信をして、中
山道落合宿や中津川市に多くの訪問者をむかえ、地域の活性化に努めていきたいと思います。

具体的な活動内容

３月より毎月日曜日に本陣を公開し、案内ボランティアを実施。更に祝日や予約のあった時に公開して
いる。活動にあたっては、毎月２５日に打ち合わせを実施。市とも意見交換の場を設けている。本陣の
維持管理として、公開時に窓を開け風通しをしたり、室内の掃除を実施。年４回周辺を含めて、草刈
り、草取りの環境整備を実施している。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

3月より活動を始め、ボランティア会員も６名から１２名に増加。まずは、本陣の学習から、手探りで資
料を作り始めました。外国人が訪問し、その対応に苦戦をしています。翻訳機や会員の中に英語の出
来る人も加わり対応。また、中津高等学校にも相談し、生徒が通訳として参加してくれるようになりまし
た。訪問者もなく暇な時は掃除をしたり、訪問者が多くて、十分な説明もできず、大変な時もありまし
た。３月から１２月の間で５９日公開日を実施。訪問者数２８４５名（内外国人２４７名）この協働事業に
あたっては、文化振興課（担当　熊崎さん）には多大な指導をいただきました。

今後の展開（自立に向けた活動）

ボランティア活動を充実するために、自己研修を重ね充実した案内ができるよう努める。市や他の団
体とも連携し、フェイスブック等も利用して情報発信を行い中山道の魅力を伝え、訪問者を増やしてい
きたい。今年は３月から１２月第２週までの日曜日と祝日及び予約者に公開しましたが、来年は季節に
応じた公開を検討し、多くの訪問者に対応したいと思います。

100

300,024

落合

12

12

延べ１００人　毎週日曜日と祝日及び予
約日に活動

落合宿本陣を活用した文化財の魅
力発信事業

kyodo-p
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

案内資料として日本語版と英語版パンフレットを作成

翻訳機 作成したハッピ

ミニコンサートを開催 （2017.6.4） 中山道祭りでの活動 （2017.11.5）

kyodo-p
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人（ 人）

円 平成 29 　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 30 　　年 2 月 8 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

サードオピニオン会

リカバリーコーチング

サードオピニオン会

リカバリーコーチング

サードオピニオン会

サードオピニオン会

サードオピニオン会

もったいな市出店

付知フリマ出店

サードオピニオン会

サードオピニオン会

リカバリーコーチング

ホームページ作成講座

サードオピニオン会

110

62,661

中津川

6

50

コミュニティースペース立ち上げ事業

事

業

内

容

事業の目的

当事業は、中津川市の当事者に出会いと役割と経験を提供するコミュニティースペースを運営します。
活動の中でセルフケアを学び、働く喜びを共に体験します。他者の役に立つことが自身の快復につな
がります。快復の力は誰にでもあります。障害があっても、なくても、どんな状況で有ってもリカバリー
（自分の人生は自分で決める）できる事を信じる。それがコミュニティーの中にあって、それを強力にサ
ポートする居場所と就労機会を提供します。自己否定から自己肯定へ、。今起きている人生の危機を
どう乗り越えようかと考える時間があり、病気として捉えない場があることは心強く、快復への一歩へと
つながります。

具体的な活動内容
毎月のサードオピニオン会において、当事者および支援者、保護者などさまざまな立場の人間が快復に向けての話し合いを行ってい
る。
　
当事者の快復をサポートするためのリカバリーコーチングを勉強し、講師を招いてのセミナーを行っている。

当事者のスキルアップを目指して、講師によるホームページ作成講座を行っている。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

予想より多くの一般市民の方の参加を得られたことは対話の多様性を生み、それぞれの立場の方の
気づきとなり、情報提供としても幅広く行う事ができた。

精神不調を抱えた当時者の方は潜在的には多いが、実際に多数の人が集まる場所に出てくる事が難
しい方が多く、参加者が保護者や家族、支援者の参加がほとんどになってしまった。

今後の展開（自立に向けた活動）

地道な広報活動や口コミでの宣伝を続け当事者の参加を促していく。また、実際に当事者の方が出て
こられた時に安心していられる居場所づくりにも力を入れ、よりよいコミュニティーを皆で作っていく。

フリマの出店などを通して当事者の社会参加をする場を設け、わずかでもお金を得る事の機会を作っ
ていく事により意欲が増し快復につながると考えている。

事
業
分
類

番号 3 活
動
分
野

1番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 50,000

ふりがな なかしまあかね

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
中島茜

事業名

平成   29 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なかつがわおるたなてぃぶきょうぎかい 地域名

団体名 中津川オルタナティブ協議会 会員数

地区

　人
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

当事者のスキルアップ

を目指して、講師によ

るホームページ作成

講座を開催した。

にぎわいプラザ内のコミュニ

ティーオフィスを借り、居場所

を作り、会員の交流の場とし

ても機能している。

コミュニティーオフィス

の外観
全国オルタナティブ協議

会主催のサードオピニオ

ン会の様子。

当事者や快復者による手作りのツリー
を作成し、名古屋でのフリマに出店した。
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